
　

県
内
で
は
農
作
業
中
の
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。な
か
で
も
、ト
ラ
ク
タ
ー

や
乗
用
草
刈
り
機
で
の
転
落
な
ど
、農
業
機
械
を
使
用
中
の
事
故
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

県
で
は
、10
月
を「
農
作
業
安
全
運
動
の
重
点
期
間
」と
し
て
、農
業
者
の
皆
さ

ん
に
、安
全
な
農
作
業
の
推
進
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

農
家
の
皆
さ
ん
は
次
の
点
に
注
意
し
、農
業
機
械
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

少
し
の
油
断
が
大
き
な
事
故
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。「
農
作
業
は
、焦
ら
ず
、急

が
ず
、慎
重
に
！
」を
合
言
葉
に
、農
作
業
安
全
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

問い合わせ
　環境経済課（☎275-8355）

環境
農政

かんきょうけいざい  つうしん NO.113

※10月の粗大ごみの日は、10月23日（月）になります。当日の朝、昭和町総合体育館駐車場に出してください。
　粗大ごみは、指定ごみ袋に入らないものに限ります。それ以外のごみは、しっかりと分別して出しましょう！

　

使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
や
殺
虫
剤
・

ヘ
ア
ス
プ
レ
ー
な
ど
の
ス
プ
レ
ー
缶
、

カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
用
の
ガ
ス
ボ
ン
ベ

な
ど
の
中
に
ガ
ス
が
残
っ
て
い
る
と
、

処
理
を
す
る
車
や
ご
み
処
理
施
設
が

破
損
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
使
い
終
わ
っ
た
後
に
ご

み
と
し
て
出
す
際
に
は
、ラ
イ
タ
ー
は

ペ
ン
チ
な
ど
で
金
具
の
部
分
と
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
部
分
に
分
解
し
、缶
は
穴

を
2
か
所
以
上
あ
け
、い
ず
れ
も
ガ
ス

が
残
っ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て

か
ら
廃
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
の

　 

廃
棄
に
ご
注
意
を
！

農
作
業
は
安
全
第
一
に

　
可
燃
ご
み
・
不
燃
ご
み
、
ア
ル
ミ
缶
や
ス
チ
ー
ル
缶
を
出
す
場

合
は
、
広
報
９
月
号
で
全
戸
配
布
し
た
「
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
カ

レ
ン
ダ
ー
」
な
ど
で
収
集
日
時
を
確
認
の

う
え
、
決
め
ら
れ
た
収
集
小
屋
へ
お
出
し

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
近
隣
の
自
治
体
と
の
境
に
お
住

ま
い
の
方
は
、“
必
ず
”
お
近
く
の
昭
和
町

の
収
集
小
屋
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。

ご
み
は
、
決
め
ら
れ
た
収
集
小
屋
へ

○
作
業
時
は
作
業
に
適
し
た
服
装
と
す
る
。

○「
ほ
場じ

ょ
う
」の
出
入
、あ
ぜ
越
え
に
注
意
す
る
。

○
移
動
走
行
時
に
は
人
や
車
に
注
意
す
る
。

○
点
検
・
整
備
は
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
す
る
。

○
取
扱
説
明
書
・
安
全
ラ
ベ
ル
を
理
解
す
る
。

○
棚
・
支
柱
・
針
金
等
は
目
印
な
ど
で
目
立
た
せ
る
。

○
で
き
る
限
り
一
人
で
作
業
し
な
い
。 

  

浄
化
槽
は
、
保
守
点
検
・
清
掃
・
法
定
検
査
を
す
る
こ

と
が
、
浄
化
槽
法
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
怠お

こ
た
る
と
、
水
質
の
悪
化
や
、
悪
臭
に
よ
る
近

所
迷
惑
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

　
浄
化
槽
の
適
切
な
維
持
管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

  

10
月
１
日
は
、
浄
化
槽
の
日
で
す
！

図書館だより
Library Information

昭和町立図書館　〒409-3864 昭和町押越 575  ☎ 275-7860  FAX 275-7870  URL http://www.lib.showacho.ed.jp/

No.89

『いろいろごはん』 『ガストン』 『怖い絵』
山岡ひかる/作

くもん出版
ケリー・ディプッチオ/文

クリスチャン・ロビンソン/絵　木坂 涼/訳
講談社

  中野京子/著
創元社

　「ほかほか	ごはん　ふっくらご
はん　なにに　なるかな　いろ
いろ　ごはん」
　ほかほかの白いごはんたちが、
おにぎりやおちゃづけなど、いろ
いろな料理に変身します。
　おいしいお米の季節にぴった
りの絵本です。

　犬のガストンは、４人きょうだ
い。でも、ちょっぴりきょうだい
達と違っています。
　ある日、公園でガストンによく
似た家族に出会いますが…。
　「自分探し」にぴったりな１冊
です。

　あの名画を紐解いていくと、恐
怖の物語がひそんでいる…
　16 ～ 20世紀の西洋絵画に隠さ
れた恐怖をたどる１冊です。
　10月7日より上野の森美術館で
展覧会も開催されます。展覧会を
見る前に、読んでみてはいかがで
すか。

◦10月の休館日
 2日 （月）
 8日 （日・ふれあい祭り）
 9日 （月）、16日（月）
 23日 （月）、 30日（月）
 31日 （火・月末整理日）

イベントのお知らせ ※	原則申し込み不要　
※	今月の「おはなし探検隊」は	秋のおはなし会のためお休みです。

今月のおすすめ本

◦秋のおはなし会	～読書週間スペシャル～

　楽しいおはなしや絵本の読み聞かせなど、いろど
り豊かな秋のおはなし会です。工作もありますので、
ぜひご参加ください。
日　時 10月28日（土）午後2時～
対　象　幼児	～	小学生   　　　　　　 
定　員　50名　※要申し込み
 （電話か図書館のカウンターにて受付）
場　所　 図書館・視聴覚室

◦おはなし会
　おはなし、手遊び、絵本などをお楽しみください。
日時　10月7日（土）午前11時～
対象　幼児～小学生低学年
場所　図書館・幼児コーナー

◦ギターの調べ

　クラシックギターの音色を聴きながら、
　館内で癒やしのひとときをお楽しみください。

日時　10月7日（土）午前10時～
場所　図書館・児童コーナー
演奏　山上	浩幸氏

◦0,1,2	歳児のおはなし会
　絵本、わらべうたなどをお楽しみください。
日時　10月19日（木）午前11時～
対象　0,1,2	歳児とその保護者
場所　図書館・幼児コーナー

♪

♪

♪
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○
申
し
込
み
・
手
続
き

　

あ
な
た
の
預
金
口
座
の
あ
る
金
融
機
関
の

窓
口
で
お
申
し
込
み
で
き
ま
す
。取
扱
い
金
融

機
関
は
、納
付
書
の
裏
面
に
記
載
さ
れ
て
い
る

金
融
機
関
で
す
。

　

金
融
機
関
窓
口
へ
、預
金
通
帳
、通
帳
の
届

出
印
、納
税
通
知
書
を
お
持
ち
に
な
っ
て
、口

座
振
替
を
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、役
場
町
民
窓
口
課
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ

ー
ド（
※
）を
お
持
ち
い
た
だ
く
だ
け
で
、口
座

振
替
の
申
し
込
み
手
続
き
を
行
え
る
サ
ー
ビ

ス
も
行
っ
て
い
ま
す
。役
場
に
お
越
し
の
際
、

お
気
軽
に
口
座
振
替
の
手
続
き
も
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

※
山
梨
中
央
銀
行
、甲
府
信
用
金
庫
、山
梨
信

用
金
庫
、ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
普
通
預
金（
総
合

口
座
）の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
に
限
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
は
、
昭
和
町
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

の
国
民
健
康
保
険
税
を
主
な
財
源
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
28
年

度
の
決
算
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
の
収
支
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

国民健康保険
加入世帯	2,493世帯
被保険者	4,208人

平成29年8月末現在

No.91

　国民健康保険の収入は、国民健康保険に加入してい
る皆さんから納めていただく国民健康保険税をはじ
め、国・県の負担金、各社会保険から交付される交付金、
その他各自治体（保険者）が負担を平準化するための共
同事業交付金、一般会計からの繰入金等となっていま
す。

国民健康保険の主な収入

交
通
事
故
な
ど
に
あ
っ
た
時
に
は

必
ず
届
出
を
！

退職者及び
前期高齢者交付金
13.4%
3億427万円

繰入金
7.4%

1億6930万円

国・県支出金
27.3%
6億2280万円

22億7738万円

保険税
23.5%
5億3499万円

その他
28.4%

6億4602万円

国
民
健
康
保
険
の
主
な
収
支

(
平
成
28
年
度
決
算)

保険給付費
58.7%
12億6659万円

後期高齢者支援金等
11.5%

2億4969万円

介護納付金
4.9%

1億559万円

21億5904万円

その他
24.9%

5億3717万円

　国民健康保険の支出は国民健康保険に加入の皆さんが病院などにかかった時
の医療費の保険者負担金（本人負担3割の場合は7割、2割の場合は8割分）であ
る負担医療給付費が約６割を占めています。
　また、後期高齢者医療制度を支援するための後期高齢者支援金、介護保険制度
に支払うため介護納付金、その他各自治体（保険者）が負担を平準化するための
共同事業拠出金、特定健診、特定保健指導を実施するための経費等があります。

国民健康保険の主な支出 国
保
だ
よ
り

お問い合わせ先
町民窓口課

☎ 275-8264

収入支出

　

保
険
税
は
、納
付
書（
振
込
用
紙
）に
よ
る
納
付
の
ほ
か
、口
座
振
替
で
も
納
め
ら
れ
ま
す
。口
座
振

替
で
は
、毎
月
月
末
に
金
融
機
関
の
口
座
か
ら
引
き
落
と
し
と
な
る
た
め
、納
め
忘
れ
が
な
く
、銀
行

等
に
出
向
く
手
間
が
省
け
て
便
利
で
す
。ぜ
ひ
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

保
険
税
の
納
付
は
口
座
振
替
が
便
利
で
す

　

医
療
費
は
、医
療
技
術
の
進
歩
、加
入
者
の
高
齢
化
等
に
よ
り
、年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
大
切
な
国
民
健
康
保
険
を
続
け
て
い
く
た
め
、ひ
と
り
ひ
と
り
が
医
療
費
に
関
心
を
持

ち
、医
療
費
の
節
約
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

医
療
費
の
節
約
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

○
い
く
つ
も
の
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
の
は

や
め
ま
し
ょ
う

　

同
じ
検
査
や
診
察
の
繰
り
返
し
は
、身
体
に

負
担
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、医
療
費
の
無
駄

に
も
な
り
ま
す
。重
複
し
て
い
く
つ
も
の
お
医

者
さ
ん
に
か
か
る
の
で
は
な
く
、信
頼
の
お
け

る
主
治
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

○
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、こ
れ
ま
で
使
わ

れ
て
き
た
お
薬（
新
薬
）の
特
許
が
切
れ
た
後

に
、有
効
性
・
安
全
性
が
同
等
の
も
の
と
し
て

製
造
販
売
さ
れ
る
低
価
格
の
お
薬
で
す
。ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
選
択
は
、自
己
負
担
の
軽

減
だ
け
で
な
く
、医
療
費
全
体
の
抑
制
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。医
師
や
薬
剤
師
と
相
談
し
、ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
が
可
能
な
場
合

に
は
積
極
的
に
活
用
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

○
柔
道
整
復
師（
整
骨
院
・
接
骨
院
）で
保
険

証
を
使
え
る
範
囲
は
限
ら
れ
て
い
ま
す

　

柔
道
整
復
師（
整
骨
院
・
接
骨
院
）に
か
か

る
時
は
、健
康
保
険
が
使
え
る
範
囲
が
限
定
さ

れ
て
い
て
、対
象
と
な
る
の
は
、急
性
な
ど
の

外
傷
性
の
打
撲
・
捻
挫（
肉
離
れ
等
）・
骨
折
・

脱
臼
だ
け
で
す
。日
常
的
な
疲
労
か
ら
く
る
肩

こ
り
や
腰
痛
、ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
筋
肉
疲
労
、

病
気（
神
経
痛
・
リ
ウ
マ
チ
・
五
十
肩
・
関
節
炎
・

ヘ
ル
ニ
ア
等
）か
ら
く
る
痛
み
や
こ
り
、症
状

の
改
善
の
見
ら
れ
な
い
長
期

の
治
療
な
ど
は
対
象
に
は
な

り
ま
せ
ん
。柔
道
整
復
師
に

か
か
る
時
に
は
負
傷
の
原
因

を
正
し
く
伝
え
ま
し
ょ
う
。

　

交
通
事
故
を
は
じ
め
、
第
三
者
の
行
為
に
よ
っ
て
け
が
な
ど
を
し
た
場
合
に
も
、
国
保
で
治
療
を

受
け
ら
れ
ま
す
。
本
来
、
治
療
費
は
第
三
者
（
加
害
者
）
が
支
払
う
も
の
で
す
が
、
一
時
的
に
国
保

が
立
替
え
払
い
を
し
て
、
あ
と
か
ら
国
保
が
第
三
者
側
（
加
害
者
・
保
険
会
社
）
に
費
用
の
請
求
を

し
ま
す
。
示
談
の
前
に
必
ず
国
保
に
「
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
交
通
事
故（
自
損
事
故
を
含
む
）

◦
他
人
の
ペ
ッ
ト
に
噛
ま
れ
た

◦
飲
食
店
で
食
中
毒
に
な
っ
た
　
な
ど

◦
不
当
な
暴
力
や
傷
害
行
為
を
受
け
て
ケ
ガ
を
し
た

◦
自
転
車
同
士
や
自
転
車
と
歩
行
者
に
よ
る
事
故

　

国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
者
が
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
に
、
病
院
で
安
心

し
て
診
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
加
入
者
相
互
が
保
険
税
を
負
担
し
合
い
、
助

け
合
う
制
度
で
す
。
こ
の
制
度
の
運
営
を
支
え
る
大
切
な
財
源
と
な
る
の
が
、

皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
保
険
税
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
加
入
の
皆
さ
ん
は
、
医
療
が
必
要
な
時
は
、
少
額
の
負
担
で

医
療
を
受
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
保
険
税
を
納
め
る
義
務
も
あ
り
ま
す
。　

　

保
険
税
は
納
期
限
を
守
り
、
必
ず
納
め
て
く
だ
さ
い
。

納
期
限
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

※
国
民
健
康
保
険
税
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア（
コ
ン
ビ
ニ
）で
も
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。利
用
で
き
る
店
舗
は
納
付
書
の
裏
面
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。た
だ
し
、納
付
書
に
コ
ン
ビ
ニ

収
納
の
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
字
さ
れ
て
い
な
い
場
合
や
、破
損
・
汚
れ
等
で
バ
ー
コ
ー
ド
が
読
み
取

れ
な
い
場
合
、金
額
の
訂
正
が
あ
っ
た
場
合
、納
入
期
限
を
過
ぎ
て
い
る
場
合
、納
付
金
額
が
30
万

円
を
超
え
て
い
る
場
合
は
コ
ン
ビ
ニ
で
は
納
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
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日
本
赤
十
字
社
昭
和
町
分
区
は
、
７
月
19
日
（
水
）、
県
立
防
災

安
全
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
町
赤
十
字
奉
仕
団
や
町
内
の
保
育
園
等

と
の
共
催
で
幼
児
期
の
防
災
教
育
を
実
施
し
ま
し
た
。
町
内
の
年
長

児
・
年
中
児
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
災
害
時
に
対
す
る
意
識
の
醸じ

ょ
う
せ
い成

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
園
児
や
関
係
者
を
含
め
１
３
０

名
が
参
加
し
、
施
設
内
で
震
度
７
の
揺
れ

を
体
験
し
た
り
、
火
災
が
起
き
た
際
の
避

難
方
法
を
学
び
ま
し
た
。
町
赤
十
字
奉
仕

団
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
安
全
に
楽

し
く
体
験
し
た
後
は
、
消
防
車
の
前
で
記

念
写
真
を
撮
り
、
終
了
し
ま
し
た
。

社会福祉法人　昭和町社会福祉協議会　〒 409-3864 昭和町押越 616　☎ 275-0640  FAX 275-6497
　　　　　　　　　　　　　　　　　　URL  http://www.town.showa.yamanashi.jp/other/syakyou/index.html

－社協だより－
　　　　　 まごころ   第 242 号

防
災
教
育
を
実
施
し
ま
し
た

10月の予定 （時間・場所等は、社協までお問い合せください）

10月  5日、12日、
　　 19日、26日 運動指導事業（健康体操教室）

10月10日(火) ふれあいサロン中島
10月13日(金) いきいきふれあいサロン上二

10月16日(月)
いきいきふれあいサロン河西
いきいきふれあいサロン上河東

10月17日(火)
西条一区いきいきふれあいサロン
ふれあいサロン押越

10月21日(土)
飯喰ふれあいサロン
第 26 回親子ふれあいマス釣り大会

10月23日(月) スマイルサロン（西条新田）
10月25日(水) ふれあいサロンしみず
10月26日(木) 阿原いきいきふれあいサロン
10月27日(金) 西条二区クラウズ

生活福祉資金貸付制度について
　生活福祉資金貸付制度は、低所得者世帯、障がい者世帯、高齢者世帯を対象に、必要な資金の貸付と併せ
て、相談・支援を行うことにより、利用者の経済的自立と生活の安定を目指す制度です。
　この事業は山梨県社会福祉協議会から受託し、昭和町社会福祉協議会が窓口となってお
りますので、お気軽にお問い合わせください。
　※支援・相談等につきましては、お住まいの地区の民生委員が担当いたします。

※	連帯保証人を立てる場合 (原則1名 )…無利子　	
※	連帯保証人が立てられない場合…有利子 (年1.5％ )																																							
※	総合支援資金、緊急小口資金、臨時特例つなぎ資金
の貸付にあたっては、原則として自立相談支援事業
の利用が貸付要件です。

福祉資金・福祉費
　福祉機器の購入や障がい者の日常生活に必要な車
両購入、生業、住宅改修、引越し、出産、葬儀等の経費を
貸付ける資金です。

緊急小口資金
　緊急かつ一時的に生計が困難となった時に貸付け
る少額の資金です。（無利子）（連帯保証人不要）

教育支援資金
　高校、大学（短大）、専門学校等への入学金や就学に
必要な準備資金、授業料、通学費等の経費を貸付ける
資金です。（無利子）

○教育支援費　　○就学支度費

臨時特例つなぎ資金
　住居のない離職者で国、県の公的給付制度又は公
的貸付制度の申請を受理された方（金融機関の口座を
有する方）を対象に、交付されるまでの当面の生活費
が必要な場合に10万円以内で貸付ける資金です。

総合支援資金
　失業や著しい収入の減少により、世帯の生活維持が
困難になった等、生活の立て直しが必要な時に再就職
までの間、生活費や一時的な費用を貸付ける資金です。
○生活支援費　○住宅入居費　○一時生活再建費
　但し、福祉事務所で行う住居確保給付金の申請を
受理された方が対象です。

不動産担保型生活資金
　低所得の高齢者世帯を対象に、お住まいになってい
る居住用不動産を担保として貸付ける資金です。
〇一般世帯 :宅地の鑑定評価額が 1,000 万円以上で

あること。
〇要保護世帯 : 居住用不動産の鑑定評価額が 500 万円

以上であること。（連帯保証人不要）

竜王年金事務所 ☎278-1100 ／ 役場 町民窓口課 年金係 ☎275-8264

	シリーズ
その154国 民 年 金 年金は世代間の支えあい

年金について
もう一度考えてみませんか

	

「
付
加
年
金
」で
、将
来
受
け
取
る
年
金
額
を

　
　
増
や
せ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
？

	
第
１
号
被
保
険
者
が
定
額
保
険
料（
平
成
29

年
度
は
１
万
６
４
９
０
円
）の
納
付
を
行
っ

た
月
分
の
み
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

	

付
加
保
険
料（
４
０
０
円
）を
納
付
す
る
と
、

老
齢
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
さ
れ
る
形
で
付
加

年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。た
だ
し
、第
３
号
被

保
険
者
お
よ
び
国
民
年
金
基
金
の
加
入
員
は

付
加
保
険
料
の
納
付
は
で
き
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

	

保
険
料
を
納
め
た
期
間
に
よ
っ
て
、受
け
取
る

年
金
額
が
ど
れ
だ
け
違
う
か
ご
存
知
で
す
か
?

	

保
険
料
を
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
40
年
間
納

め
る
こ
と
に
よ
り
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

	

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、

ど
れ
だ
け
減
額
さ
れ
る
か
ご
存
知
で
す
か
？

1

3

2

これを 65歳からの平均余命で換算すると
約 29万円×約 22年＝約638万円
これだけの差が生じてしまいます！

例

生涯、年金額が減額されます

差額は年額　約 29 万円

知
っ
て
得　
国
民
年
金
！
　
～ 

国
民
年
金
の
知
っ
て
お
け
ば
得
す
る
ポ
イ
ン
ト
！ 

～

40 年納付

779,300 円
25年納付
487,063 円

15年未納

付加年金額の計算式
			200 円×付加保料納付済月数

年額
約１万円

年額
約 2万円

年額
約 4万円

１年間保険料の
　　納め忘れがあると

２年間保険料の
　　納め忘れがあると

６か月保険料の
　　納め忘れがあると
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愛育会では、町の委託を受け、生後 4 か月まで
の赤ちゃんを対象に「こんにちは赤ちゃん訪

問」を行っています。愛育班員になると、まず赤ちゃ
ん訪問についての研修を受け、地域で訪問活動を
行います。
　今回、7 月 31 日に「こんにちは赤ちゃん訪問継
続研修」として、講師に山梨県立大学人間福祉学
部人間形成学科の高野真紀子教授を迎え、『今どき
の子育て事情と訪問活動への期待』をテーマにお
話を伺いました。
　講義の中で、今のママたちはスマホに頼りすぎで
情報過多になっていること、子育ては大変という
イメージをもっていること、日本の若者の自己肯
定感が極端に低いこと、などのお話がありました。

そこで、幼児期から「できた！」「やっ
た！」と成功体験をたくさん経験させ
ること、「やればできる」の有能感を
育てることの大切さ、そのためには肌

のふれあいや真似遊びがコミュニ
ケーションの基本としてもとても
大切であるとのことでした。
　そうしたふれあい体験を通して

「子育ては楽しい」というイメージ
の転換ができたら、そのための最
初の扉を開くきっかけのひとつが愛育班員による

「赤ちゃん訪問」であるといいな、と感じました。
　講義の最後には、班員全員で「ふれあいコミュ
ニケーション遊び」を体験し楽しく充実した研修
となりました。

　

皆
さ
ん
、
臍さ
い
た
い
け
つ

帯
血
移
植
に
つ

い
て
ご
存
知
で
す
か
？

　

臍
帯
血
と
は
臍さ

い
た
い帯

（
へ
そ
の

緒
）
と
そ
れ
に
つ
な
が
っ
て
い

る
胎
盤
の
中
に
あ
る
赤
ち
ゃ
ん

の
血
液
で
す
。
臍
帯
と
胎
盤
は
、

出
産
時
に
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
の
ち
、
捨

て
ら
れ
る
運
命
に
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の

臍
帯
血
の
中
に
は
、
非
常
に
増
え
る
力
の
強
い
血

液
細
胞
の
種
で
あ
る
「
造
血
幹
細
胞
」
が
存
在
し

て
い
ま
す
。
臍
帯
血
を
切
り
離
さ
れ
た
臍
帯
と
胎

盤
か
ら
採
取
後
、
そ
の
中
に
あ
る
「
造
血
幹
細
胞
」

を
凍
結
保
存
し
て
お
き
、
必
要
時
に
解
凍
し
て
患
者

さ
ん
に
点
滴
で
入
れ
る
こ
と
が
臍
帯
血
移
植
で
す
。

　

臍
帯
血
移
植
は
世
界
で
１
９
８
８
年
に
初
め
て

フ
ラ
ン
ス
で
行
わ
れ
、
日
本
で
も
１
９
９
４
年
に

東
海
大
学
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
日
本
で
は
、

全
国
に
６
ヵ
所
あ
る
公
的
な
臍
帯
血
バ
ン
ク
に
保

存
さ
れ
た
臍
帯
血
が
移
植
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、

白
血
病
な
ど
の
が
ん
患
者
さ
ん
や
生
ま
れ
つ
き
免

疫
の
働
き
や
血
液
を
造
る
能
力
が
落
ち
て
い
る
た

め
移
植
を
必
要
と
す
る
患
者
さ
ん
な
ど
に
提
供
さ

れ
、
日
本
で
公
的
バ
ン
ク
を
介
し
た
臍
帯
血
移
植

件
数
は
延の

べ
約
１
５
，０
０
０
件
に
及
ん
で
い
ま
す
。

山
梨
大
学
小
児
科
で
も
２
０
０
０
年
か
ら
35
件
の

公
的
バ
ン
ク
を
介
し
た
非
血
縁
者
か
ら
の
臍
帯
血

移
植
と
４
件
の
兄
弟
の
出
産
時
に
採
取
し
た
血
縁

者
か
ら
の
臍
帯
血
移
植
が
行
わ
れ
、
多
く
の
患
者

さ
ん
た
ち
が
命
を
救
わ
れ
て
い
ま
す
。
提
供
し
て

く
だ
さ
っ
た
お
母
さ
ん
や
赤
ち
ゃ
ん
に
は
心
か
ら

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

公
的
バ
ン
ク
に
保
存
す
る
臍
帯
血
は
、
第
３
者

で
あ
る
患
者
さ
ん
た
ち
へ
の
移
植
を
目
的
と
し
て
、

そ
の
採
取
を
担
当
し
て
い
る
専
門
施
設
に
お
い
て
、

健
康
な
妊
婦
さ
ん
た
ち
か
ら
の
ご
厚
意
で
出
産
後

に
採
取
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。
臍
帯
血

移
植
を
行
う
た
め
に
は
、
ま
ず
、
臍
帯
血
と
患
者

さ
ん
の
Ｈ
Ｌ
Ａ
と
い
う
白
血
球
の
型
を
あ
る
程
度

合
わ
せ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
一
致
し

な
い
と
、
移
植
し
て
も
臍
帯
血
が
つ
き
ま
せ
ん
し
、

移
植
後
の
副
作
用
が
重
症
に
な
り
死
に
至
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
１
回
の
お
産
で
得
ら
れ
る

臍
帯
血
の
量
に
は
限
り
が
あ
る
た
め
、
患
者
さ
ん

の
体
格
が
大
き
い
と
移
植
に
必
要
な
量
に
足
り
な

く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
移
植

を
担
当
す
る
医
師
が
患
者
さ
ん
の
Ｈ
Ｌ
Ａ
型
、
体

格
を
考
慮
し
て
慎
重
に
移
植
す
る
臍
帯
血
を
選
び

ま
す
。
ま
た
、
患
者
さ
ん
側
も
移
植
前
に
臍
帯
血

を
受
け
入
れ
や
す
く
す
る
よ
う
に
、
お
薬
や
放
射

線
な
ど
に
よ
る
治
療
を
受
け
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

臍
帯
血
移
植
を
含
む
造
血
幹
細
胞
移
植
は
、
そ
れ

を
専
門
と
す
る
医
療
者
や
設
備
が
な
い
と
大
変
危

険
で
あ
る
た
め
、
認
可
さ
れ
た
施
設
で
し
か
行
わ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

将
来
、臍
帯
血
は
造
血
幹
細
胞
移
植
だ
け
で
な
く
、

再
生
医
療
の
ソ
ー
ス
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
残
念
な
が
ら
現
段
階

で
は
ま
だ
実
用
化
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

最
近
報
道
さ
れ
た
、
無
認
可
で
の
美
容
や
ガ
ン
の
治

療
目
的
の
た
め
の
臍
帯
血
の
使
用
は
医
療
的
な
根

拠
も
乏と

ぼ

し
い
極
め
て
危
険
な
行
為
で
す
。
こ
れ
ら

は
無
益
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、副
作
用
な
ど
の
た
め
、

有
害
で
あ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
臍
帯
血
は
お

母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
の
大
切
な
贈
り
物
で
す
。

こ
の
貴
重
な
贈
り
物
を
将
来
の
た
め
に
も
大
事
に

使
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

企
画	

一
般
財
団
法
人	

里
仁
会
（
☎
２
７
３

－

５
４
７
５
）

臍さ
い
た
い
け
つ

帯
血
移
植  

～ 

赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
か
ら
の
贈
り
物 

～

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院　
小
児
科　
講
師　
合
井	

久
美
子

Healthみなさんの

健康 け
ん
こ
う

　

先
日
、
岡
山
県
の
あ
る
動
物
園
か
ら
逃

げ
出
し
た
ゾ
ウ
ガ
メ
が
、
２
週
間
ぶ
り
に

見
つ
か
っ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
ま

し
た
。
ゾ
ウ
ガ
メ
が
見
つ
か
っ
た
の
は
、

園
か
ら
１
５
０
メ
ー
ト
ル
し
か
離
れ
て
い

な
い
山
の
中
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
そ

の
園
が
好
き
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
ゾ
ウ
ガ
メ
の
速
度
も
、
ま
あ
ゆ
っ

く
り
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

　

ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
エ
ン
デ
作
の
「
モ
モ
」

と
い
う
物
語
で
は
、
そ
れ
ま
で
友
人
達
と

親
し
く
会
話
を
し
、
ゆ
っ
た
り
と
暮
ら
し

て
い
た
人
々
が
、
あ
る
と
き
時
間
泥
棒
に

そ
そ
の
か
さ
れ
、
時
間
節
約
を
す
る
羽
目

に
な
り
ま
す
。
自
分
達
の
時
間
を
時
間
銀

行
に
預
け
て
、
そ
の
挙
句
に
時
間
に
追
い

ま
く
ら
れ
、
忙
し
さ
と
と
も
に
心
は
貧
し

く
な
り
荒
廃
し
、
生
き
る
こ
と
を
見
失
っ

て
い
き
ま
す
。
そ
の
時
間
を
取
り
戻
す
た

め
、
カ
メ
が
モ
モ
と
い
う
少
女
を
「
時
間

の
国
」
に
道
案
内
し
ま
す
。
歩
み
の
遅
い

カ
メ
に
助
け
ら
れ
、
モ
モ
は
時
間
泥
棒
を

消
し
去
り
、
人
々
は
時
間
を
取
り
戻
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
時
間
が
た
っ
ぷ
り
戻
っ

た
町
で
は
子
供
た
ち
が
遊
び
、
人
々
は
窓

際
の
花
や
小
鳥
た
ち
に
目
を
留
め
な
が
ら
、

再
び
ゆ
っ
く
り
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
の
で
す
。

　

国
の
第
４
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画

で
は
、
男
性
の
長
時
間
労
働
や
男
性
中
心

の
労
働
慣
行
を
見
直
し
、
多
様
で
柔
軟
な

働
き
方
改
革
が
謳う

た

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
日
の
労
働
時
間
が
長
け
れ
ば
、
家
庭

で
の
生
活
時
間
は
短
く
な
り
、
し
わ
寄
せ
が

発
生
し
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
時
間
の
価

値
を
見
直
し
、
全
て
の
人
の
心
の
中
に
、

時
間
の
花
が
咲
き
続
け
る
よ
う
な
働
き
方

改
革
を
し
た
い
も
の
で
す
。

『
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
』
５

～	

働
き
方
改
革
で
咲
か
す
時
間
の
花	

～

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
　
磯
部 

幸
廣
（
築
地
新
居
区
）

No.156

昭
和

共
に

き
輝
け

活い
昭
和
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
だ
よ
り

き
生い

女ひ
と

と
男ひ
と

と
が
築
き
あ
げ
る
21
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り

事
務
局　
企
画
財
政
課
（
☎
２
７
５

‐

８
１
５
４
）

問い合わせ　南甲府警察署　生活安全課（☎ 243-0110）

　行楽期には、登山をはじめ、ハイキング・渓流
釣り・茸

きのこ

採り等で県内各地の山に入る方が多いと
思います。
　夏期と違い、秋に入ると標高の高い山では、非
常に低温となることがあります。
　本格的な登山はもちろ
ん、ハイキング・渓流釣り・
茸
きのこ

採りだからと言って決し
て山を甘くみることなく、
滑りにくい靴や雨具、防
寒着と言った装備品を確実
に携行し、有効に活用しま
しょう。
　また、単独で入山するのは大変危険です。必ず
２人以上で入山するようにしましょう。さらに、
道に迷ったり転倒等により遭難してしまった場合
に備え、携帯電話や GPS を携行しましょう。
　登山届（入山届）の提出も忘れずに行い、事前
の準備と慎重な行動により山岳遭難を防ぎましょ
う。

　「外出先から帰宅したら家の中が荒
らされていた…」など、泥棒による被害
に遭

あ

った時、また犯罪の現場を発見し
た時は、落ち着いて次のように対応し
てください。
  ○  犯罪現場はそのままにして、現場などに立ち入らな

いようにしてください。
  ○  犯罪現場に見覚えのない物（犯人が残していった物）

を発見した場合には、むやみに触らないでください。
やむを得ず立ち入った場合は、現場の警察官に説明
をしてください。

  ○  110番通報または最寄りの警察署、交番、駐在所まで
届け出てください。

　泥棒は、窓ガラスを割って侵入したり、特殊な道具で鍵
を開けて侵入したり、様々な方法で皆さんの財産を狙って
います。こうした犯罪から皆さんを守るため、私たち警察
は日々奔

ほんそう

走しておりますが、何より皆さんのご協力が必要
となります。
　事件をいち早く解決するため、犯罪の被害に遭

あ

った場合
は、犯罪現場はそのままにして、直ちに警察に届け出てく
ださい。皆さんのご協力をお願いします。

犯罪現場はそのままに…行楽期における山岳遭難の防止

No.125
昭和町母子愛育会
事務局 いきいき健康課
　　（☎ 275-8785）

こんにちは!愛育会です!
『意欲を育む・ふれあって育ちあう』

～「こんにちは赤ちゃん訪問」の継続研修を行いました～

隣の席の人と
コミュニケー
ション 遊 びを
体験しました！
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町
営
常
永
団
地
の
入
居
者
を
募
集

し
ま
す
。
詳
し
く
は
役
場
建
設
課
で

配
布
の
入
居
者
募
集
案
内
ま
た
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。

所
在
地　
昭
和
町
上
河
東
５
４
３

募
集
数　
１
戸
（
3
Ｄ
Ｋ
、
3
人
以

上
世
帯
用
、
１
１
３
．
９
㎡
）

受
付
期
間　
10
月
２
日
（
月
）
か
ら

10
月
31
日
（
火
）　

午
前
９
時
か

ら
午
後
５
時
（
平
日
の
み
）

入
居
予
定
日　
平
成
29
年
11
月
下
旬

か
ら
12
月
上
旬
（
予
定
）

応
募
資
格　
○
町
内
に
１
年
以
上
住

民
登
録
が
さ
れ
て
い
る
か
町
内
の

事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る
こ
と
○

3
人
以
上
の
世
帯
構
成
で
あ
る
こ

と
（
親
族
の
み
）
○
現
在
公
営
住

宅
に
居
住
し
て
い
な
い
こ
と
○
町

内
在
住
の
連
帯
保
証
人
を
た
て
ら

れ
る
こ
と
（
所
得
条
件
あ
り
）
等

そ
の
他　
申
込
必
要
書
類
の
準
備
に

時
間
が
か
か
る
た
め
、
お
早
め
に

お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
建
設
課　
管
理
係

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
４
１
２
）

　
能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー
「
労
働
法
基

礎
講
座
」の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

労
務
管
理
に
必
要
な
労
働
基
準
法
等

の
基
礎
知
識
を
学
び
ま
す
。

　
そ
の
他
、
仕
事
に
役
立
つ
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
講
座
を
通
年
で
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

日
時　
12
月 

開
講

募
集
期
間　
10
月
６
日
（
金
）
～
11

月
30
日
（
木
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
立
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
☎
２
５
１
‐
３
２
１
０
）

　
昭
和
町
内
の
子
育
て
中
の
親
御
さ

ん
を
対
象
に
し
た
、
子
育
て
応
援
講

座
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
14
日
・
21
日
・
12
月
５

日
（
各
火
曜
・
３
回
連
続
講
座
）

　
午
前
10
時
～
正
午

場
所　
総
合
会
館 

相
談
室 

講
習
室

定
員　
20
名

費
用　
無
料

内
容　
詳
細
は
10
月
中
に
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
予
定

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
チ
ャ
イ
ル
ド
フ
ァ
ー
ス
ト
や
ま
な
し

（
☎
０
８
０
‐
５
０
５
５
‐
９
４
６
３
）

日
時　
11
月
27
日（
月
）・28
日（
火
）

　
午
前
８
時
50
分
～
午
後
４
時
50
分

※
２
日
間
の
受
講
が
必
要

場
所　

山
梨
県
自
治
会
館　
（
甲
府

市
蓬
沢
一
丁
目
15
番
35
号
）

定
員　
１
５
０
人
（
先
着
順
）

費
用　
４
０
０
０
円

受
付
期
間　
10
月
30
日
（
月
）
～
11

月
７
日
（
火
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
甲
府
地
区
消
防
本
部　
予
防
課

　
　
　
　
（
☎
２
２
２
‐
１
２
８
４
）

　
町
で
は
、
山
梨
県
弁
護
士
会
に
よ

る
無
料
法
律
相
談
を
次
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
が
、

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

日
時　
10
月
19
日
（
木
）

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

　
（
30
分
毎
に
１
件
、
計
６
件
相
談
）

場
所　
役
場　
別
棟
会
議
室

定
員　
６
名
（
町
内
在
住
者
の
み
）

受
付
開
始

　
10
月
10
日
（
火
）
午
前
９
時
～

そ
の
他　
○
相
談
無
料
・
要
予
約

　
○
予
約
は
左
記
の
申
し
込
み
電
話

番
号
直
通
で
の
み
受
付

　
○
次
回
予
定
は
12
月
21
日
（
木
）

※
相
談
内
容
ま
た
は
相
談
中
に
担
当

弁
護
士
が
相
談
内
容
に
対
し
て
利

害
関
係
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た

場
合
、
相
談
を
中
止
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課　
法
制
係

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
３
）

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
紹
介

　
昭
和
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

問い合わせ　町教育委員会　生涯学習課（☎275－8641）

○稽古日・場所
　毎週月曜日　押原小学校体育館
　水・金曜日　総合体育館武道場
○稽古時間
　午後 6 時 40 分～ 8 時
　※ 8時以降は自由稽古

　

昭
和
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

は
、
現
在
小
中
学
生
が
有
段
者

の
指
導
の
も
と
、
週
３
回
の
稽

古
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

小
学
生
は
早
く
大
会
に
出
場

す
る
こ
と
と
昇
級
審
査
に
合
格

す
る
こ
と
を
目
標
に
、
中
学
生

は
大
会
で
活
躍
す
る
こ
と
と
昇

段
審
査
に
合
格
す
る
こ
と
を
目

標
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
月
に
１
回
は
中
央
市
の
小

中
学
生
と
、
大
勢
で
の
合
同
稽

古
を
総
合
体
育
館
の
武
道
場
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

剣
道
は
礼
に
始
ま
り
、
礼
に
終
わ
る
と
い
う
日
本
文
化
の
一
つ

と
し
て
、「
人
間
形
成
」
を
大
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
文
武
両
道
の
精
神
が
修
練
を
通
し

て
養
わ
れ
る
よ
う
に
、
心
身
共
に
鍛
え
、
仲

間
と
の
協
調
性
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。

　

団
員
は
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
是
非
一

度
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

INFORMATION CORNER 

暮
ら
し
の
情
報

INFORMATION CORNER  
暮
ら
し
の
情
報

　
風
土
伝
承
館
杉
浦
醫
院
で
は
、
旧

応
接
室
に
あ
る
今
上
天
皇
生
誕
記
念

の
貴
重
な
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
に
よ
る

院
内
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
今
秋
は
「
こ
の
ピ
ア
ノ
に
魅
せ

ら
れ
て
」
が
テ
ー
マ
で
す
。
深
み
の

あ
る
貴
重
な
ピ
ア
ノ
の
音
色
と
、
マ

イ
ク
を
通
さ
ず
聴
く
こ
と
の
で
き
る

オ
ペ
ラ
を
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
定
員
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、お
早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時　
10
月
22
日
（
日
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
開
演

出
演　
佐
藤
恵
美 

氏
（
ピ
ア
ノ
）

　
　
　
杉
浦
誠 

氏
（
テ
ノ
ー
ル
）

入
館
料　
２
０
０
円

定
員　
35
名
（
先
着
順
）

会
場
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
風
土
伝
承
館　
杉
浦
醫
院

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
１
４
０
０
）

日
時　

10
月
28
日
（
土
）　

午
前
９

時
～
午
後
４
時 

※
小
雨
決
行

場
所　
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園

内
容

〈
甲
府
大
好
き
ま
つ
り
〉

　
音
頭
、
ビ
ー
ト
ｔ
ｏ
ビ
ー
ト
な
ど

の
パ
レ
ー
ド
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
、
働
く
車
の
展
示
、
無
料
の
科

学
実
験
体
験
や
工
作
体
験
な
ど

〈
甲
府
市
農
林
業
ま
つ
り
〉

　
甲
府
市
内
で
生
産
さ
れ
た
旬
の
農

林
産
物
や
特
産
物
の
即
売
、
市
の

花
な
で
し
こ
や
甘
酒
の
無
料
配

布
、
大
根
の
収
穫
体
験
な
ど

問
い
合
わ
せ

甲
府
大
好
き
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
　
　
　
（
☎
２
３
７
‐
５
７
０
２
）

甲
府
市
農
林
業
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
　
　
　
（
☎
２
９
８
‐
４
８
３
３
）

　

日
頃
介
護
を
し
て
い
る
方
々
が
、

情
報
交
換
や
息
抜
き
が
出
来
る
場
と

し
て
「
言
い
っ
ぱ
な
し
聞
き
っ
ぱ
な

し
カ
フ
ェ
」
を
毎
月
開
催
し
て
い
ま

す
。
時
間
内
は
出
入
り
自
由
で
す
の

で
、気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

日
時　
毎
月
第
４
金
曜
日

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　
　
　
※
10
月
の
み
第
2
火
曜
日

場
所　
総
合
会
館

内
容

　
・
介
護
の
コ
ツ
や
認
知
症
な
ど
に

関
す
る「
お
役
立
ち
ミ
ニ
講
座
」

　
・
認
知
症
ケ
ア
上
級
専
門
士
に
よ

る
個
別
相
談
（
事
前
予
約
制
）

対
象　

介
護
者
や
経
験
者
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
は
じ
め
、
ど

な
た
で
も
参
加
可

そ
の
他　
カ
フ
ェ
の
お
手
伝
い
を
し

て
い
た
だ
け
る
、
カ
フ
ェ
サ
ポ
ー

タ
ー
の
方
も
募
集
中
で
す
！

参
加
費　
１
０
０
円
（
お
茶
代
）

問
い
合
わ
せ　
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
２
７
５
‐
４
８
１
５
）

　

荻
野
目
洋
子
オ
ン
ス
テ
ー
ジ
、
も

の
ま
ね
ス
テ
ー
ジ
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

シ
ョ
ー
、
子
ど
も
み
こ
し
、
虚
無
僧

行
列
、魚
の
つ
か
み
取
り
、特
設
遊
具
、

バ
ザ
ー
、
友
好
都
市
・
地
元
企
業
を

始
め
と
す
る
多
数
の
出
店
な
ど
。

　
年
齢
を
問
わ
ず
お
楽
し
み
い
た
だ

け
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

日
時　
11
月
３
日
（
文
化
の
日
）

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

場
所　
玉
穂
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
広
場

（
中
央
市
乙
黒
１
‐
１
）

問
い
合
わ
せ　
商
工
観
光
課

　
　
　
　
（
☎
２
７
４
‐
８
５
８
２
）

　
学
生
一
同
、
皆
様
の
お
越
し
を
心

よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時　
10
月
28
日（
土
）・29
日（
日
）

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

場
所　
山
梨
大
学
医
学
部
キ
ャ
ン
パ

ス
（
中
央
市
下
河
東
１
１
１
０
）

内
容　

医
学
展
・
看
護
展
、
医
療
・

健
康
に
関
す
る
講
演
会
、
芸
能
人

ス
テ
ー
ジ（
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
池
崎・

新
作
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
・
丸
山
礼
）、

学
内
サ
ー
ク
ル
展
示
・
演
奏
・
模

擬
店
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
（
ラ

イ
ブ
・
ダ
ン
ス
・
ア
カ
ペ
ラ
）
等

問
い
合
わ
せ　
医
学
祭
実
行
委
員
会

（d14sm
054@

yam
anashi.ac.jp

）

町
営
常
永
団
地
入
居
者
募
集

第
２
回
中
央
市
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

介
護
の
相
談
も
で
き
る
！
言
い
っ

ぱ
な
し
聞
き
っ
ぱ
な
し
カ
フ
ェ
♪

能
力
開
発
講
座

甲
府
大
好
き
ま
つ
り
＆

甲
府
市
農
林
業
ま
つ
り

山
梨
大
学	

第
16
回	

医
学
祭

～
Ｃ
Ｈ
Ａ
（
Ｌ
Ｌ
Ｅ
）
Ｎ
Ｇ
Ｅ
～

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
会

文
芸
コ
ー
ナ
ー

短
歌

耕
運
機
追
う
か
の
如
き
鳥
た
ち
の

　

何
を
つ
い
ば
み
囁

さ
さ
や

き
お
る
か

磯
部　

信
与

電
線
に
ず
ら
り
と
並
ぶ
雀

す
ず
め

い
て

　

会
話
が
ほ
し
い
朝
の
ベ
ラ
ン
ダ

佐
野　

一
枝

女
孫
結
婚
と
重
ね
て
吾
の
誕
生
日

　

祝
い
て
も
ら
ふ
八
十
六
歳

輿
石
ミ
ス
子

紫あ

じ

さ

い

陽
花
も
垣
根
の
バ
ラ
も
枯
れ
果
て
て

　

又
一
年
後
元
気
で
待
っ
て

佐
野
さ
よ
乃

こ
ん
も
り
と
鉢
に
盛
ら
れ
た
雪
や
な
ぎ

　

人
の
気
配
に
は
ら
は
ら
と
散
る

徳
江
恵
美
子

暑
い
夏
生
き
ず
ら
い
夏
ど
う
生
き
る

　

年
寄
り
の
気き

こ

つ骨
試
さ
れ
る
か
な

石
原　

明
子

青
組
の
未
来
の
夢
を
描
き
つ
つ

　

度
胸
揺
さ
ぶ
る
体
験
合
宿

山
下
美
津
子

棟
上
げ
に
餅
投
げ
の
声
か
ん
高
く

　

ど
こ
ま
で
も
届
け
こ
の
祝
い
風

河
田
よ
し
恵

爽
や
か
に
木
々
の
緑
が
見
え
し
席

　

ピ
ア
ノ 

フ
ル
ー
ト
に
心
和な

ご

み
て

松
田　

君
江

草
引
く
は
今
日
は
休
み
と
暑
き
日
に

　

ペ
ン
の
売
り
場
で
試
し
書
し
て

輿
石
さ
だ
代

第
６
回

杉
浦
醫
院
院
内
コ
ン
サ
ー
ト
♪

子
ど
も
に
伝
わ
り
や
す
い

効
果
的
な
し
つ
け
の
方
法

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
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日
時　

10
月
７
日
（
土
）　

午
後
１

時
30
分
～
３
時

場
所　
総
合
会
館
１
階　
ロ
ビ
ー

対
象　

町
内
に
木
造
住
宅
を
所
有

し
、
そ
こ
に
お
住
ま
い
の
方

内
容　
住
宅
の
耐
震
化
に
関
す
る
相

談
、
簡
易
的
な
耐
震
診
断
、
補
助

金
等
の
支
援
制
度
の
説
明
な
ど

※
予
約
な
し
で
も
相
談
可
。
た
だ　

し
、
予
約
さ
れ
た
方
が
優
先
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
都
市
整

備
課
（
☎
２
７
５
‐
８
４
１
３
）

　
身
近
な
生
活
の
相
談
に
、
国
・
県

の
担
当
者
や
弁
護
士
、
司
法
書
士
な

ど
が
お
答
え
し
ま
す
。（
相
談
無
料
）

日
時　
10
月
26
日
（
木
）

　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

場
所　

岡
島
ロ
ー
ヤ
ル
会
館
８
階

（
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
21
番
15
号
）

問
い
合
わ
せ　
総
務
省
山
梨
行
政
監

視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
７
０
‐
０
９
０
１
１
０
）

◎
出
張
入
会
説
明
会

・
日
程　
10
月
25
日
（
水
）
午
後
１

時
30
分
～ 

※
要
事
前
申
込

・
場
所　

中
央
市
玉
穂
総
合
会
館

（
中
央
市
下
河
東
６
２
０
）

・
対
象　
健
康
で
働
く
意
欲
が
あ
る

町
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

・
年
会
費　
２
０
０
０
円

◎
第
９
回 

コ
ス
モ
ス
花
見
会

・
日
時　
10
月
28
日
（
土
）
午
前
10

時
～
午
後
２
時

・
場
所　
甲
斐
市
岩
森
コ
ス
モ
ス
畑

　
　
　
（
甲
斐
市
岩
森
１
６
０
‐
２
）

・内
容　
コ
ス
モ
ス
花
見
、
餅
つ
き
、

野
菜
販
売
、
出
店
ほ
か

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

峡
中
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
（
☎
２
７
９
‐
６
６
２
６
）

　
障
が
い
当
事
者
の
交
流
の
場
と
し

て「
れ
ん
げ
会
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

障
が
い
の
あ
る
方
た
ち
が
、
身
近
な

地
域
で
障
が
い
種
別
に
関
係
な
く
不

安
や
疑
問
を
相
談
し
た
り
、
自
由
に

話
せ
る
、
楽
し
め
る
会
で
す
。
ど
う

ぞ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

対
象　
町
内
在
住
の
障
が
い
に
か
か

る
手
帳
や
診
断
の
あ
る
方
、
難
病

認
定
さ
れ
て
い
る
方

日
時

　
10
月
21
日（
土
）・11
月
18
日（
土
）

　
各
午
後
２
時
～

場
所　
玉
穂
総
合
会
館
１
‐
５

　
（

10
月
21
日
は
申
込
時
に
要
確
認
）

定
員　
10
名
程
度
（
要
事
前
予
約
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
障
が
い

者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー「
穂
の
か
」

（
☎
２
７
４
‐
１
１
０
０
）

　
町
内
や
中
央
市
に
あ
る
障
が
い
福

祉
事
業
所
の
活
動
内
容
な
ど
を
一
度

に
見
ら
れ
る
機
会
で
す
。
ま
た
、
各

事
業
所
の
職
員
か
ら
詳
し
く
話
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
事
業
所
の
取

り
組
み
に
興
味
の
あ
る
方
ど
な
た
で

も
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時　

11
月
11
日
（
土
）　

午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　
玉
穂
総
合
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル

対
象　
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
、
ま

た
は
そ
の
家
族
・
関
係
者
な
ど

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
障
が
い

者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー「
穂
の
か
」

（
☎
２
７
４
‐
１
１
０
０
）

　
甲
府
税
務
署
で
は
、
事
業
者
の
方

を
対
象
と
し
て
、
消
費
税
の
軽
減
税

率
制
度
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。
多
く
の
事
業
者
の
方
に
関
係

の
あ
る
制
度
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所

◎
10
月
26
日
（
木
）　

午
前
10
時
～

正
午　
甲
府
税
務
署 

５
階
会
議
室

◎
10
月
31
日
（
火
）　

午
後
２
時
～

午
後
４
時　

韮
崎
市
役
所 

４
階

大
会
議
室

問
い
合
わ
せ

甲
府
税
務
署 

法
人
課
税 

第
1
部
門

（
☎
２
５
４
‐
６
１
０
５
）

日
時　
11
月
20
日
（
月
）
県
民
の
日

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所　
甲
府
地
方
・
家
庭
裁
判
所

（
甲
府
市
中
央
１
‐
10
‐
７
）

対
象　
小
学
５
年
生
～
中
学
１
年
生

定
員　
約
30
名
（
先
着
順
・
無
料
）

申
込
開
始　
10
月
17
日
（
火
）
～　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
甲
府
地

方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課
庶
務
係

（
☎
２
３
５
‐
１
１
３
３
）

INFORMATION CORNER 

暮
ら
し
の
情
報

◉
広
報
誌
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
〒
４
０
９
‐
３
８
８
０　
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
５
４
２
‐
２

　
　
　
昭
和
町
役
場　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係　
宛

　8月は、先月と比較すると全
体の収集量は約 10t 増の 354t
となり、一世帯あたりの収集
量では先月に比べ 1㎏増の 42
㎏となりました。引き続き
Reduce（リデュース＝ごみを
出さない）Reuse（リユース＝
ごみを再使用する）Recycle（リ
サイクル＝ごみを再利用する）
の再確認、生ごみの水切りや
ごみの分別を徹底し、ごみの
減量を心がけましょう！

国保ミニだより
　町が医療機関などに支
払った 8月分の医療費は、
約 8,033 万 6 千円（前年
同月比 16.78% の減）です。
☆国保主催「太極拳教室」が
10月４日～毎週水曜日に行
われます。若干名申し込み
可能です。健康維持のため
身体を動かしてみませんか。

排出量㎏

25

30

35

40

45

50

55

8月7月6月5月4月3月2月

常永地区押原地区西条地区

40

46

42

各地区一世帯当たりのごみ搬出量

※「ごみ排出量」は可燃ごみと不燃ごみの１カ月の合計です。アルミ缶などの資源は除きます。

INFORMATION CORNER  
暮
ら
し
の
情
報

◉
昭
和
町
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
運
用
中
（https://tw

itter.com
/show

atow
n

）

ツ
イ
ッ
タ
ー
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
で
利
用
で
き
ま
す
。

平
常
時
は
行
政
情
報
の
お
知
ら
せ
、
災
害
時
は
緊
急
情
報
な
ど
を
発
信
し
ま
す
。

①
ス
リ
ム
＆
シ
ェ
イ
プ
エ
ア
ロ
ビ
ク

ス
教
室

・
日
時　
10
月
10
日
～
12
月
26
日

　
　

午
後
２
時
～
３
時
30
分
（
11
月

７
日
を
除
く
毎
週
火
曜・全
11
回
）

・
定
員　
20
名
（
先
着
順
）

・
費
用　
３
３
０
０
円

・
講
師　
曽
根
眞
由
美 

氏

・
受
付
開
始　
10
月
5
日
（
木
）

②
パ
ン
チ
＆
キ
ッ
ク
教
室

・
日
時　
10
月
10
日
～
12
月
26
日

　
　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

（
10
月
17
日
、
11
月
７
日
を
除

く
毎
週
火
曜
・
全
10
回
）

・
定
員　
25
名
（
先
着
順
）

・
費
用　
３
0
０
０
円

・
講
師　
Ｒ
ｅ
ｉ
ｃ
ｏ 

氏

・
受
付
開
始　
10
月
5
日
（
木
）

③
ヨ
ガ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

・
日
時　
10
月
11
日
～
12
月
27
日

　
　
午
後
２
時
～
３
時（
10
月
18
日
、

11
月
８
日
を
除
く
毎
週
水
曜
・

全
10
回
）

・
定
員　
25
名
（
先
着
順
）

・
費
用　
３
0
０
０
円

・
講
師　
Ｒ
ｅ
ｉ
ｃ
ｏ 

氏

・
受
付
開
始　
10
月
6
日
（
金
）

④
ダ
ン
ベ
ル
体
操
教
室

・
日
時　
10
月
11
日
～
12
月
27
日

　
　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

（
11
月
８
日
を
除
く
毎
週
水
曜・

全
11
回
）

・
定
員　
25
名
（
先
着
順
）

・
費
用　
３
３
０
０
円

・
講
師　
内
野
百
合
子 

氏

・
受
付
開
始　
10
月
6
日
（
金
）

⑤
リ
ラ
ッ
ク
ス
ヨ
ガ
教
室

・
日
時　
10
月
12
日
～
12
月
21
日

　
　
午
後
２
時
～
３
時
（
11
月
９
日
、

23
日
を
除
く
毎
週
木
曜・全
９
回
）

・
定
員　
25
名
（
先
着
順
）

・
費
用　
２
７
０
０
円

・
講
師　
塩
田
智
子 

氏

・
受
付
開
始　
10
月
7
日
（
土
）

⑥
太
極
拳
教
室

・
日
時　
10
月
12
日
～
12
月
21
日

　
　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

（
11
月
９
日
、
23
日
を
除
く
毎

週
木
曜
・
全
９
回
）

・
定
員　
23
名
（
先
着
順
）

・
費
用　
２
７
０
０
円

・
講
師　
望
月
昭
三 
氏

・
受
付
開
始　
10
月
7
日
（
土
）

⑦
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室

・
日
時　
10
月
20
日
～
12
月
22
日

　
　
午
後
２
時
～
３
時
（
11
月
３
日
、

10
日
、
12
月
15
日
を
除
く
毎
週

金
曜
・
全
7
回
）

・
定
員　
20
名
（
先
着
順
）

・
費
用　
２
1
０
０
円

・
講
師　
久
保
田
美
惠 

氏

・
受
付
開
始　
10
月
15
日
（
日
）

⑧
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室

・
日
時　
10
月
20
日
～
12
月
22
日

　
　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

（
11
月
３
日
、
10
日
、
12
月
15

日
を
除
く
毎
週
金
曜
・
全
7
回
）

・
定
員　
20
名
（
先
着
順
）

・
費
用　
２
1
０
０
円

・
講
師　
久
保
田
美
惠 

氏

・
受
付
開
始　
10
月
15
日
（
日
）

対
象　
町
内
在
住
18
歳
以
上
の
方

　
　
　
　
　
　
　
（
高
校
生
を
除
く
）

持
ち
物　
動
き
や
す
い
服
装
、
タ
オ

ル
、
上
履
き
（
①
②
④
の
み
）

申
し
込
み　
各
受
付
開
始
日
の
午
前

10
時
か
ら
電
話
ま
た
は
プ
ー
ル
の

フ
ロ
ン
ト
に
て
先
着
順
で
受
付

　
※
参
加
す
る
ご
本
人
ま
た
は
家
族

　
の
方
が
お
申
込
み
く
だ
さ
い

　
※
妊
娠
中
の
方
及
び
お
子
様
連
れ

　
で
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

　
※
申
込
み
さ
れ
た
方
の
み
が
参
加
可

そ
の
他　
受
講
料（
施
設
使
用
料
含
）

は
各
教
室
の
初
回
に
全
額
を
一
括

集
金
。
自
己
都
合
に
よ
る
キ
ャ
ン

セ
ル
及
び
欠
席
は
返
金
不
可
。

※
教
室
に
参
加
す
る
に
は
、
利
用
者

証
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

会
場
・
問
い
合
わ
せ　

町
立
温
水

プ
ー
ル
（
☎
２
７
５
‐
９
８
１
１
）

◎
楽
し
い
コ
ー
ヒ
ー
講
座

　
秋
の
夜
長
を
、
コ
ー
ヒ
ー
の
香
り
に

癒
さ
れ
リ
ラ
ッ
ク
ス
。
ハ
ン
ド
ド
リ
ッ

プ
の
美
味
し
い
淹い

れ
方
を
学
び
ま
す
。

・
日
時　

10
月
18
日
（
水
）、
11
月

１
日
（
水
）
午
後
７
時
30
分
～

９
時

・
場
所　
総
合
会
館
２
階　
調
理
室

・
定
員　
16
名
（
先
着
順
）

・
講
師　
キ
ャ
ラ
バ
ン
コ
ー
ヒ
ー　

河
西
誠 

氏

・
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
ふ
き
ん
、

材
料
費
５
０
０
円

・
対
象　
町
内
在
住
又
は
勤
務
の
方

・
受
付
開
始

　
　
10
月
２
日
（
月
）
午
前
９
時
～

◎
新
自
主
サ
ー
ク
ル

  「
健
康
体
操
な
ご
み
真
向
法
ク
ラ
ブ
」

　
真
向
法
は
、
シ
ン
プ
ル
な
４
つ
の

基
本
動
作
で
姿
勢
を
整
え
る
体
操
で

す
。
無
理
の
な
い
補
助
体
操
で
、
柔

軟
性
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

・
活
動
日　
月
２
回
・
金
曜
日　
午

後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

・
場
所　
総
合
会
館
１
階　
和
室

・
費
用　
５
０
０
円
（
１
回
）

・
講
師　
長
瀬
節
子 

氏

そ
の
他

　
現
在
、
他
16
の
自
主
グ
ル
ー
プ
が

活
動
中
で
す
。
詳
し
い
日
程
等
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

し
ょ
う
わ
（
☎
２
７
５
‐
８
１
１
５
）

　
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
簡
単
な
競
技

に
参
加
し
て
、
色
々
な
地
域
の
方
と

交
流
し
な
が
ら
、
み
ん
な
で
楽
し
い

汗
を
か
き
ま
せ
ん
か
。
た
く
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

10
月
18
日
（
水
）　

午
前
10

時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　
総
合
会
館
２
階　
軽
運
動
室

対
象　
町
内
在
住
の
乳
幼
児
親
子

持
ち
物　

汗
拭
き
タ
オ
ル
、
水
筒
、

動
き
や
す
い
服
装

費
用　
無
料

受
付
期
間　
10
月
２
日
（
月
）
～
11

日
（
水
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
西
条
児
童
館

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
９
６
１
６
）

　

生
活
に
は
何
か
と
お
金
が
か
か

り
、
急
な
出
費
や
大
き
な
ラ
イ
フ
イ

ベ
ン
ト
も
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
備
え

あ
れ
ば
憂う

れ

い
な
し
、
専
門
家
と
一
緒

に
収
入
と
支
出
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
直

し
、
家
計
を
「
見
え
る
化
」
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

　
こ
の
度
、
町
の
消
費
生
活
相
談
会

と
共
催
で
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ

ラ
ン
ナ
ー
・
三
澤
恭
子
先
生
に
よ
る

家
計
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
10
月
13
日
（
金
）

　
午
前
10
時
～
正
午

場
所　
町
役
場　
別
棟
２
階
会
議
室

対
象　
町
内
在
住
の
方

申
し
込
み　
不
要（
た
だ
し
先
着
順
）

費
用　
無
料

そ
の
他　
通
帳
や
ロ
ー
ン
返
済
計
画

書
等
、
収
支
が
分
か
る
も
の
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
県
社
会
福
祉
協
議
会　
生
活
支
援

課
（
☎
２
５
４
‐
８
６
１
０
）

防災一口メモ　まずは“集合地”へ避難！
　8月27日（日）に行われた防災訓練では、住んでいる地区の集合場所へ
避難しましたが、実際に災害があった時には、今いるところの近くで頭の上に
何もない場所【集合地】へ避難するようにしましょう。事前に近所の人たちと
決めておくと、安否確認もでき、安心につながります。
　そこで何もなければ帰宅し、被害が大きくなるようであれば、集まった人たち
で指定の【集合場所】や、学校の運動場などの屋外で指定されている【避
難地】へ避難するようにしましょう。災害発生後に開設される体育館などの屋
内施設【避難所】は、建物の被災状況や安全を確認してからになりますので、
すぐには立ち上がりません。
　【集合地】【集合場所】【避難地】【避難所】の区別をつけておくようにしましょう。

女性防災ネット昭和

温
水
プ
ー
ル
各
種
教
室
募
集

い
き
い
き
講
座

一
日
合
同
行
政
相
談

「
れ
ん
げ
会
」
の
お
知
ら
せ

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

合
同
説
明
会

押
原
・
西
条
・
常
永
・
児
童
セ
ン

タ
ー
４
館
合
同　
ミ
ニ
運
動
会

家
計
相
談
会
の
開
催

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

各
種
事
業

木
造
住
宅
無
料
耐
震
相
談
会

消
費
税
軽
減
税
率
制
度

説
明
会

「
法
の
日
」
週
間

～
子
ど
も
模
擬
裁
判
～
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◦チャイルドシート貸与事業◦
利用料　無　料（１歳の誕生日の前日まで貸し出し）
対象者　町内に住所を有する１歳未満の子供の保護者の方
問い合わせ　企画財政課　行政係（☎ 275-8154）

あ

と

が

き

発
行
／
山
梨
県
昭
和
町
役
場
　
　
編
集
／
企
画
財
政
課

〒
409-3880

山
梨
県
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
542-2

電
話
	055-275-2111

㈹
　
FAX	055-275-2109

U
RL　

http://w
w
w
.tow

n.show
a.yam

anashi.jp/
メ
ー
ル
　
kikaku@

tow
n.yam

anashi-show
a.lg.jp

公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
　
https://tw

itter.com
/show

atow
n

～『食』を通じて人を『育』む～

食生活改善推進員会  事務局 いきいき健康課（☎ 275-8785）

「五感を通しての食育」

食生活改善推進員会  事務局 いきいき健康課（☎ 275-8785）

みんなの食育
新れんこんのハンバーグ

～ 今月は「富士桜学園」からのレシピです ～
◆ 材料（４人分）
＊鶏ひき肉………240ｇ
＊れんこん……… 80ｇ
＊たまねぎ……… 20ｇ
＊片栗粉……………適量
＊にんにく…………少々
＊パン粉……………適量
　・醤油………小さじ１
　・塩………………少々
　・こしょう………少々

◆ 作り方
①みじん切りにした玉ねぎ・にんにくと、鶏ひき肉、
パン粉を混ぜ合わせる。

②Ａの調味料で味付けをする。
③俵型に形を作り、薄切りにした「れんこん」を上に乗
せる。そして、上から強めに押し込む。

④１８０℃のオーブンで、約１５分ほど焼いたら出来
上がり。

＊小さいお子様には、「れんこん」をみじん切りにし
て、ハンバーグに混ぜ込むと食べやすいです。

　
厳
し
か
っ
た
暑
さ
が
、
よ
う
や
く
落
ち
着
き

爽
や
か
な
秋
風
に
の
っ
て
、
金き

ん
も
く
せ
い

木
犀
の
甘
い
香

り
が
感
じ
ら
れ
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
だ
い

ぶ
過
ご
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
が
、
季
節
の
変

わ
り
目
で
も
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
体
調
に
は
、

く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
さ
て
、
今
月
の
表
紙
は
、
10
月
８
日
（
日
）

に
開
催
さ
れ
る
町
を
挙
げ
て
の
一
大
イ
ベ
ン

ト
、
第
29
回	

昭
和
町
「
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
祭

り
」で
す
。歌
手
の
橋
幸
夫
さ
ん
の
出
演
す
る「
ふ

れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
は
じ
め
、
楽
し
い
催

し
を
ご
用
意
し
て
、
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
ご
家
族
や
お
友
達
を
お
誘
い

合
わ
せ
て
、
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
ね
。

Ａ

『いっぱい食べて健康で、心も大きく朗
ほが

らかに育ってね』

平成 27 年 7 月 7 日生（2 歳・男の子）
（父）秀基さん（母）亜也子さん（西条）

内藤 朝
あ さ ひ

日 くん

申し込み　企画財政課　企画情報係（☎ 275-8154）

広報昭和ではわが家のアイドルを大募集しています！
掲載者にはわが家だけ

4 4 4 4 4

の特別表紙をプレゼント。
ご自慢のお子さんのお写真をぜひ広報にお寄せください！

みんなの広場 わが家の“アイドル”

今回は
“富士桜学園（保育園）”から

　富士桜学園では、お手伝い教室やクッキング
野外料理など、実際に食材と触れ合い楽しみな
がら“五感”を使った食育活動を行っていま
す。
　毎月、旬の食材を取り入れるとともに、苦手
な野菜でも、作る過程に携

たずさ

わることで好き嫌い
克服・残食ゼロにも繋がります。
　今月のレシピにもある「れんこん」は、ピー
ラーを用いて皮むきに挑戦です。衛生面・安全
面にも配慮し、器具の使い方も学べる、より実
践的な食育活動を目指しています。
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